
赤く丸い身体に七つの黒い点。葉の上にとまって

いる姿をときどき見かける。体長が5～9mmで、

背面は半球形に盛り上がっていて、体色は黒だが、

つやのある赤い翅に黒い斑点がある。春から秋

まで、平地から山地の日当たりのよい草地や緑地、

畑などに見られる。冬は成虫のまま越冬する。

肉食で、主に植物に害のあるアブラムシ類を食べ

るので、農家にとっては農作物を守ってくれるあり

がたい存在だ。体内に有毒成分があり、また、攻撃

を受けると臭いのある黄色い体液を出す。派手

な赤色に黒い点は、食べようとする動物へ自分

は毒があると警告する色となっている。鮮やかに

見えるこの模様は、生き延びるために授かった印の

ようだ。

(写真・文 森林インストラクター 藤原 裕二)
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Photo

高尾山のいきものたち

恥ずかしながら全く気づきませんでした。山歩き
やハイキングをする人ならどこかで案内板を見たこ
とがあると思いますが、「東海自然歩道」の東のス
タート地点が高尾山の表参道である１号路の入口に
あるのです。

東海自然歩道は、「明治の森高尾国定公園」と大
阪の「明治の森箕面国定公園」を結ぶ総延長約
1,700㎞の長距離自然歩道で、昭和44年（1969
年）に国によって構想され、翌年から４年ほどで整
備されました。１都２府８県を通り、各地の豊かな
自然と歴史を伝える文化財などに触れることができ
るもので、全コースを歩くと50日程度はかかるそ
うです。

ちなみに、わが国の長距離自然歩道は、北海道か
ら九州まで、一部整備中のものも含めて10本あり、
その総延長はなんと約27,000㎞にもなります。関
東エリアにある「首都圏自然歩道（関東ふれあいの
道）」もその一つで、１都６県をぐるりと一週

する約1,800㎞のコースです。この自然歩道の起終
点も南高尾の梅の木平というところにあります。

長距離自然歩道を全コース歩けば、その地方の
様々な植物や動物にも巡り会えて楽しいだろうなと
思うのですが、時間と体力とお金のことを考えると
なかなか難しいでしょうか。でも機会をつくって部
分的にでも歩いてみたいと思っています。皆さんも
１号路を登るときは、ここが大阪まで続く道の起点
だということを改めて思い起こしてはいかがでしょ
うか。（枝）

起点（１号路入口）

驚き桃の木
高尾の記

東海自然歩道の起点は高尾山だった！

起点標柱
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編集後記
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8月は全国で大雨によ

る被害が相次ぎました。

これからは台風が心配な

季節となります。皆様、

備えをお忘れ無く。

ワレモコウ

乾燥した３０種類の樹木（竹を含めています）で
「どのくらいの時間で火種ができるか」、弓切り式
火起こし器を使って実験してみました。

ヒノキは「火の木」とも言われていますが、短時
間で火種が出来るのかやってみたら意外と時間がか
かってしまいました。火種のできる時間のベスト５
はウツギ、キブシ、シノダケ、アジサイ、オニグル
ミ、ニワトコでした。共通しているのは木の構造が
「随がある」あるいは「中空」ということです。ヒ
キリ杵の回転により摩擦が起きて火種ができるので
すが、大きく回転するのは外側です。中空になって
いない木の場合、木の中心が残り、先がとがった状
態になってしまうので、中空になっていない木の芯
には穴を開け、条件を揃えて行いました。

この実験により、昔からヒキリ杵として使われて
いた木は、火種のできる時間が短かったということ
も明らかになりました。

今回、草本のセイタカアワダチソウ、アメリカセ
ンダングサもやってみました。意外にも火起こしに
向いていることがわかりました。ほかの草本もため
してみたら面白いのではないかと思いました。
（富）

使用した弓切り式火起こし器

火の木」

使用したヒキリ杵

随がある木 中空の木

火起こし器の考察


